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す。この⼀⾒全く反対の⼈⼝問題は同じ対処法で対処すべき問題であると同時に、同じ現象の >
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せんが、⼈を数で表すことは⼈⼝問題を取り扱う場合の基本的な⽅法といって良いでしょう。よく、
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ほら⾒たことか、⼈⼝減少が国家を衰退させるのだという声が聞こえてきそうですね。しかし、も
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たこの多産多死から少産少死への移⾏の過程、つまり⼈⼝転換の結果として起こっていると考える
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